
     

 

■ひとり言■    こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

つい先日、梅の花も散り初め、そのあと、市川市内の神社、寺院や川辺には、桜の花のつぼみも開花

し、あっという間に春爛漫の爽やかな季節を迎えることになりました。 

また、先月、３月２７日の日曜日には、４年に一度の市川市長選挙の投票が行われ、現職の村越祐民市

長に代わり、新人無所属で立候補した、田中甲氏６５才が大差にて初当選を果たしました。 

思い起こしますと、今から４年前、現職であった大久保博市長の退任に伴い、新人の市長候補が立候補

し選挙戦を繰り広げましたが、いずれの候補も、法定得票の 25％に達せず、市長選挙は白紙に戻され

市長選挙は延期されることとなり、最終的には現職の村越裕民市政が誕生しました。 

しかし、村越新市長の就任後、市議会の承認のないまま、市長室へのシャワー室新設、高額家具類の設

置、高級電気公用車の導入等で市民や市議会からの支持を低下させたことが今回の選挙戦の大きな敗因

ともなりました。さらに、開票後、今回の市長選挙戦で明らかにされた点は、市川市の選挙当日の有権

者数が約 40万人のところ、投票に赴いた有権者は 38.75％と１０人に６人が投票を棄権したという状

況もあり、市川市民の市政への関心と期待感が薄いことの現われとも思われました。 

 

    

■お客様の施工現場から■ ２階ベランダ防水及び屋外テラス門扉塗装/北国分 S様邸 

先月、３月号のニュースレター「爽風市川通心」の紙面上にても掲載させて頂いた、「外壁サイディング

張工事」ご依頼のお客様からの追加工事で、２階ベランダ床廻りの防水性に不安があるとのことで、現

場を拝見させて頂きました。やはり、長年わたり雨風にさらされていたため、床表面の汚れ・劣化もか

なり進んでおりました。このため、今回、早目に防水処理をされることをお勧めさせて頂き改修に当た

らせて頂くことになりました。そこで、まず、床廻り全体を清掃・水洗いして汚れを落し、既存の床面

の上から、表面の亀裂を防止する、弾性の高い「ウレタン防水」処理作業を進めさせて頂きました。 

また、同時に、既存の屋外の木製テラスと片開き門扉の劣化も進んでおりましたので、ベランダ防水と

合わせて「木部専用保護塗料」を使用し塗装させて頂くことになりました。これらの木製テラスと片開

き門扉は、今から約７～８年程前に当方にて木材をを加工し設置させて頂いたもので、近年ですと、大

半のエクステリア部材はアルミやプラスチックの材料の製品が主流ではありますが、やはり、こちらの

お客様では、生垣や庭木を大切にお手入れされておられるため、庭廻りに設置するテラスや門扉は木製

の部材が最適と思われ、耐久性の高い塗料を使用し作業を完了させて頂きました。 
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■暮らしのたより■     地震への備えあれば憂いなし！ 

地震への備えとして大切な住まいの耐震。壁を強くすれば、耐震性がアップします。外壁のリフォームや壁紙

の貼替のタイミングは補強のチャンス。同時に工事を行うことでトータルコストを抑えることもできます。 

住宅の耐震基準は、建築基準法で定められていて、基準は今まで何度か見直されて、大きく変わったのが

1981年と 2000年。1981年の改正で「震度 6程度の大地震でも建物が倒壊しない」という基準になり、

2000年に木造住宅に関する基準がより厳しく改正されました。1981年以前の基準は「震度 5程度の地震

で大きな損傷を受けない」というもので、震度 6以上は想定していませんでした。1981年以前に建てられ

た住宅は、大地震に対する強度が不足している可能性があるといえます。 

壁の強度が足りていることと、壁が適度に配置されていることが耐震の目安のひとつです。地震に強い家にす

るには壁の強度を上げる必要があります。外壁を補強するには、既存の外壁に耐震補強を施し、その上から新

しい外壁材を重ねる工法があります。外壁を壊さずに作業するので住みながら工事ができますし、比較的、工

期も短くすみます。 

室内の壁を補強するには壁を剥がして補強金物を設置し、耐震パネルを貼るという方法があります。従来の筋

交いを入れる工法と違い、床や天井を剥がさなくていいので、工期もコストも抑えられます。壁紙を貼って仕

上げるので、もちろん見た目も美しく生まれ変わります。 

壁のリフォームのタイミングで耐震工事を取り入れると、見た目の美しさと同時に地震への安心も手に入りま

す。コスト面で無駄がないのもメリットです。耐震に不安があるなら、専門家に一度「耐震診断」 

をしてもらい、リフォーム計画と合わせて相談するといいでしょう。 


